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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年7月30日(2015.7.30)

【公表番号】特表2014-532616(P2014-532616A)
【公表日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-067
【出願番号】特願2014-536224(P2014-536224)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 263/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 265/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  263/10     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  265/14     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月8日(2015.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　本発明は、以下の発明を包含する。
（１）ＭＤＡおよび式（ＩＩ）および／または（ＩＩＩ）：
【化５】

〔式中、
　Ｒは、水素、必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和アル
キル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表し、
　Ｒ１は、水素、必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和ア
ルキル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表し、
　またはＲおよびＲ１は、これらがフェニレンジアミン部分的構造と共に二環式構造要素
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を形成するように、互いに直接結合し、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、互いに独立して、同一の芳香族系に結合するアミノ基
に対するオルト、メタまたはパラ位における、水素、または必要に応じて置換されたまた
はヘテロ原子含有の、飽和または不飽和アルキル、シクロアルキル、アラルキルまたはア
リール基を表す〕
の多環式芳香族ポリアミンおよび／または式（ＩＩ）および／または（ＩＩＩ）の化合物
の高級同族体を含む混合物のホスゲン化による、淡色ポリイソシアネート混合物の製造方
法。
（２）ＲおよびＲ１は互いに独立して、水素またはメチルを表し、および／または基Ｒ２
～Ｒ５は水素を表す、（１）に記載の方法。
（３）式（ＩＩ）中の基（Ｈ２Ｎ）２Ｃ６ＨＲＲ１または式（ＩＩＩ）中の（Ｈ２Ｎ）２

Ｃ６ＲＲ１は、ｏ－フェニレンジアミン、１，２－ジアミノ－３－メチルベンゼンまたは
１，２－ジアミノ－４－メチルベンゼン由来である、（１）または（２）に記載の方法。
（４）出発混合物における多環式芳香族ポリアミン（ＩＩ）および（ＩＩＩ）および／ま
たはその高級同族体の含有量は、ＭＤＡ、多環式芳香族ポリアミン（ＩＩ）および（ＩＩ
Ｉ）およびその高級同族体の全重量を基準として、０．００１～５重量％である、（１）
～（３）のいずれかに記載の方法。
（５）出発混合物における多環式芳香族ポリアミン（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の含有量は
、ＭＤＡ、多環式芳香族ポリアミン（ＩＩ）および（ＩＩＩ）およびその高級同族体の全
重量を基準として、０．００１～２重量％である、（１）～（４）のいずれかに記載の方
法。
（６）（１）～（５）のいずれかに記載の方法によって得ることができるポリイソシアネ
ート混合物。
（７）ＭＤＩおよび式（ＩＩ）および（ＩＩＩ）：
【化６】

〔式中、
　Ｒは、水素、必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和アル
キル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表し、
　Ｒ１は、水素、必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和ア
ルキル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表し、
　またはＲおよびＲ１は、これらがフェニレンジアミン部分的構造と共に二環式構造要素
を形成するように、互いに直接結合し、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は互いに独立して、オルト、メタまたはパラ位における、
水素、または必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和アルキ
ル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表す〕
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の多環式芳香族ポリアミンおよび／またはその高級同族体由来の多環式芳香族ポリイソシ
アネートを含むポリイソシアネート混合物。
（８）ＲおよびＲ１は互いに独立して、水素またはメチルを表し、および／または基Ｒ２
～Ｒ５は水素を表す、（７）に記載のポリイソシアネート混合物。
（９）式（ＩＩ）中の基（Ｈ２Ｎ）２Ｃ６ＨＲＲ１または式（ＩＩＩ）中の（Ｈ２Ｎ）２

Ｃ６ＲＲ１は、ｏ－フェニレンジアミン、１，２－ジアミノ－３－メチルベンゼンまたは
１，２－ジアミノ－４－メチルベンゼン由来である、（７）または（８）に記載のポリイ
ソシアネート混合物。
（１０）特許請求されたポリイソシアネート混合物における、多環式芳香族ポリアミン（
ＩＩ）および（ＩＩＩ）および／またはその高級同族体由来の多環式芳香族ポリイソシア
ネートの含有量は、ＭＤＩおよび前記多環式芳香族ポリアミン（ＩＩ）および（ＩＩＩ）
およびその高級同族体由来の多環式芳香族ポリイソシアネートの全重量を基準として、０
．００１～５重量％である、（７）～（９）のいずれかに記載のポリイソシアネート混合
物。
（１１）出発混合物における、前記多環式芳香族ポリアミン（ＩＩ）および（ＩＩＩ）由
来の多環式芳香族ポリイソシアネートの含有量は、ＭＤＩおよび多環式芳香族ポリアミン
（ＩＩ）および（ＩＩＩ）およびその高級同族体由来の多環式芳香族ポリイソシアネート
の全重量を基準として、０．００１～２重量％である、（７）～（１０）のいずれかに記
載のポリイソシアネート混合物。
（１２）ポリウレタン材料の製造のための、（６）～（１１）のいずれかに記載のポリイ
ソシアネート混合物の使用。
　次の実施例によって本発明が説明される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＤＡおよび式（ＩＩ）および／または（ＩＩＩ）：
【化１】

〔式中、
　Ｒは、水素、必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和アル
キル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表し、
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　Ｒ１は、水素、必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和ア
ルキル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表し、
　またはＲおよびＲ１は、これらがフェニレンジアミン部分的構造と共に二環式構造要素
を形成するように、互いに直接結合し、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、互いに独立して、同一の芳香族系に結合するアミノ基
に対するオルト、メタまたはパラ位における、水素、または必要に応じて置換されたまた
はヘテロ原子含有の、飽和または不飽和アルキル、シクロアルキル、アラルキルまたはア
リール基を表す〕
の多環式芳香族ポリアミンおよび／または式（ＩＩ）および／または（ＩＩＩ）の化合物
の高級同族体を含む混合物のホスゲン化による、淡色ポリイソシアネート混合物の製造方
法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法によって得ることができるポリイソシアネート混合物。
【請求項３】
　ＭＤＩおよび式（ＩＩ）および（ＩＩＩ）：
【化２】

〔式中、
　Ｒは、水素、必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和アル
キル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表し、
　Ｒ１は、水素、必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和ア
ルキル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表し、
　またはＲおよびＲ１は、これらがフェニレンジアミン部分的構造と共に二環式構造要素
を形成するように、互いに直接結合し、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は互いに独立して、オルト、メタまたはパラ位における、
水素、または必要に応じて置換されたまたはヘテロ原子含有の、飽和または不飽和アルキ
ル、シクロアルキル、アラルキルまたはアリール基を表す〕
の多環式芳香族ポリアミンおよび／またはその高級同族体由来の多環式芳香族ポリイソシ
アネートを含むポリイソシアネート混合物。
【請求項４】
　ポリウレタン材料の製造のための、請求項２または３に記載のポリイソシアネート混合
物の使用。
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